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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 10,702 1.4 1,066 △15.6 1,079 △17.8 760 △9.8

2024年３月期第３四半期 10,556 11.5 1,263 40.9 1,313 34.5 843 59.7
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 829百万円(△25.4％) 2024年３月期第３四半期 1,111百万円( 29.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 33.95 －

2024年３月期第３四半期 37.66 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 23,534 15,873 65.5

2024年３月期 23,451 15,364 63.6
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 15,426百万円 2024年３月期 14,912百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00

2025年３月期 － 7.00 －

2025年３月期(予想) 9.00 16.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 △2.4 1,300 △11.9 1,400 △11.0 880 △20.2 39.28
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 26,180,000株 2024年３月期 26,180,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 3,776,105株 2024年３月期 3,776,045株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 22,403,915株 2024年３月期３Ｑ 22,403,957株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述についてのご注意）
本資料に記載されている業績等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の実績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、第３四半期の業績を鑑み、現在、第４四半期以降の施策等について検討中であり、業績予想につきまして

は修正すべきと判断した場合は、速やかに開示致します。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各国の金融政策を背景とした金利や為替変動および物価上昇、

また、中国経済の減速、更に地政学リスクが与える影響など、注視が必要な状況が続いております。一方わが国

経済は、インバウンド需要やサービス消費は依然として好調であり、業況感の改善が継続する中、緩やかに回復

しております。一方で物価上昇による消費者マインドの悪化や米国の今後の政策動向が下押しすることも予想さ

れ、先行き不透明な状況が続いております。

このような経営環境のもと、当企業グループは「中期経営計画『Imagination 2025』」の最終年度として、経

営理念“確かな計測技術で、新たな価値を創造し、豊かな社会の実現に貢献します。”に基づき、企業活動を通

じてこれまで培ってきた技術をより一層深化させて、持続的な社会の実現に貢献する商品およびサービスを提供

してまいりました。さらに、アジアNo.１のセンシング・ソリューション・カンパニーを目指し、持続的な成長と

中長期的な企業価値の向上にも取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間では、石油、化学、電力、ガス関連業界などの既存顧客の受注拡大と、水素、省エ

ネ、塗装、ゼネコンなど、成長市場および新規顧客への深耕を主軸に置き、販売戦略を展開してまいりました。

既存顧客には、過去に納入した製品の更新はもちろんのこと、顧客の課題に応じた新たな提案を行いました。成

長市場に対しては、カーボンニュートラルの技術転換への情報収集を行ったほか、実証プラントへの参入、また

新製品のプロモーション活動を活用した拡販に注力しました。また、新規顧客に対しては、デジタルマーケティ

ングを活用し、効率的な販促活動も進めております。

このような取り組みのなか、受注高は11,516百万円（前年同四半期比5.8％減）と前年同四半期を下回りました

が、売上高はシステム部門の大口案件の売上計上があり10,702百万円（同1.4％増）と前年同四半期を上回る結果

となりました。利益面につきましては、内製化や業務の効率化、また原材料費の上昇を踏まえた一部商品の継続

的な値上げを実施した結果、営業利益は1,066百万円（同15.6％減）、経常利益は1,079百万円（同17.8％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は760百万円（同9.9％減）となり、いずれも前年同四半期を下回ったものの、

一昨年度の2023年３月期第３四半期連結累計期間は上回る結果となりました。これは、前年同四半期に、2023年

２月24日付けでAnton Paar GmbHとの間で、コリオリ流量計および電磁流量計に係るライセンス契約を締結してお

り、知的財産のライセンスの対価である契約一時金の収受があり、受注高・売上高・各利益に寄与した影響によ

るものです。

事業部門別の業績は、以下のとおりであります。

(センサ部門)

受注高は、国内においては、化学関連業界向けが素材市場などを中心に堅調に推移しておりますが、半導体関

連業界向けが前連結会計年度に前倒し受注があった反動の継続により低迷しました。海外は中国において船舶関

連業界向けが伸長しましたが、中国、韓国における電気自動車用の電池関連業界向けが低調に推移しました。そ

の結果、受注高は6,616百万円（前年同四半期比22.5％減）と前年同四半期を下回りました。売上高は、受注高と

同様に化学関連業界向けは堅調であったものの、半導体関連業界向けが前連結会計年度の前倒し受注分を出荷し

たため堅調ではありましたが前年同四半期を下回ったこと、中国、韓国において電池関連業界向けが低調だった

ことなどにより7,083百万円（同6.0％減）となり、前年同四半期を下回る結果となりました。

なお、前第３四半期連結累計期間においては、2023年２月24日付けでAnton Paar GmbHとの間で、コリオリ流量

計および電磁流量計に係るライセンス契約を締結しており、知的財産のライセンスの対価である契約一時金の収

受による受注高・売上高を計上しています。

(システム部門)

受注高は、国内で石油関連業界向けおよび国立研究開発法人産業技術総合研究所の大口案件受注があったこと、

そのほかには機械業界向け、食品関連業界向けが堅調に推移した結果、2,611百万円（同58.8％増）と大きく前年

同四半期を上回りました。また、売上高につきましても、国立研究開発法人産業技術総合研究所、および食品関

連業界向けの大口案件の売上計上があり、1,429百万円（同43.2％増）と大きく前年同四半期を上回りました。
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(サービス部門)

主要顧客である化学関連業界向けおよび石油関連業界向けが好調を維持しており、地道できめの細かいメンテ

ナンスサービスが功を奏した結果、当第３四半期連結累計期間においては、受注高は2,287百万円（同12.1％増）

と前年同四半期を大きく上回る結果となり、売上高についても同様に2,189百万円（同8.3％増）と前年同四半期

を上回る結果となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ83百万円増加し、23,534百万円と

なりました。流動資産は前連結会計年度末に比べ204百万円増加し、12,839百万円となりました。これは主に、受

取手形、売掛金及び契約資産が230百万円減少しましたが、現金及び預金が210百万円、電子記録債権が55百万円、

棚卸資産が60百万円、その他流動資産が88百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は前連

結会計年度末に比べ120万円減少し、10,695百万円となりました。これは主に、機械装置及び運搬具が82百万円増

加しましたが、無形固定資産が65百万円、長期繰延税金資産が58百万円、保険積立金が47百万円それぞれ減少し

たことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ424百万円減少し、7,661百万円と

なりました。流動負債は前連結会計年度末に比べ363百万円減少し、3,951百万円となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金が102百万円増加しましたが、短期借入金が48百万円、未払法人税等が126百万円、賞与引当金

が294百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は61百万円減少し、3,710百万円となりまし

た。これは主に、長期借入金が74百万円減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ508百万円増加し、15,873百万円

となりました。これは主に、利益剰余金が447百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期通期の連結業績予想につきましては、2024年５月15日に公表いたしました通期連結業績予想に変更

はございません。ただし、今後の業績の推移に応じて見直す必要が生じた場合には、速やかに公表する予定です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,392,980 3,603,037

受取手形、売掛金及び契約資産 3,678,700 3,448,299

電子記録債権 1,352,484 1,408,140

商品及び製品 1,018,766 1,026,675

仕掛品 810,767 906,754

原材料及び貯蔵品 2,099,948 2,056,318

その他 305,562 394,070

貸倒引当金 △24,337 △3,766

流動資産合計 12,634,873 12,839,531

固定資産

有形固定資産

土地 5,757,028 5,756,683

その他（純額） 2,997,355 3,040,049

有形固定資産合計 8,754,383 8,796,732

無形固定資産

のれん 300,679 255,577

その他 173,682 152,867

無形固定資産合計 474,362 408,445

投資その他の資産

その他 1,597,659 1,500,255

貸倒引当金 △9,990 △9,990

投資その他の資産合計 1,587,669 1,490,265

固定資産合計 10,816,415 10,695,443

資産合計 23,451,289 23,534,974
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 755,389 857,808

短期借入金 1,310,460 1,261,929

未払法人税等 242,719 116,194

賞与引当金 703,041 408,295

その他 1,303,958 1,307,652

流動負債合計 4,315,570 3,951,880

固定負債

長期借入金 507,266 433,061

再評価に係る繰延税金負債 1,513,700 1,513,700

役員退職慰労引当金 13,866 14,863

環境対策引当金 5,465 5,465

退職給付に係る負債 1,509,618 1,525,382

資産除去債務 148,711 148,781

その他 72,586 68,824

固定負債合計 3,771,216 3,710,079

負債合計 8,086,786 7,661,960

純資産の部

株主資本

資本金 2,200,000 2,200,000

資本剰余金 2,137,129 2,137,129

利益剰余金 6,790,470 7,237,528

自己株式 △403,010 △403,038

株主資本合計 10,724,589 11,171,619

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 103,432 115,624

土地再評価差額金 3,386,928 3,386,928

為替換算調整勘定 668,128 718,016

退職給付に係る調整累計額 29,030 33,881

その他の包括利益累計額合計 4,187,520 4,254,450

非支配株主持分 452,392 446,944

純資産合計 15,364,502 15,873,014

負債純資産合計 23,451,289 23,534,974
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 10,556,404 10,702,472

売上原価 6,054,634 6,223,555

売上総利益 4,501,769 4,478,916

販売費及び一般管理費 3,238,611 3,412,662

営業利益 1,263,157 1,066,254

営業外収益

受取利息 13,810 12,982

受取配当金 4,578 5,449

持分法による投資利益 4,435 6,256

受取賃貸料 58,288 58,420

為替差益 887 -

その他 38,047 34,438

営業外収益合計 120,049 117,546

営業外費用

支払利息 35,146 39,564

賃貸収入原価 32,605 34,057

為替差損 - 7,657

その他 1,640 23,075

営業外費用合計 69,392 104,356

経常利益 1,313,814 1,079,444

特別利益

固定資産売却益 376 482

投資有価証券売却益 868 6,290

製品回収関連損失引当金戻入額 2,882 -

特別利益合計 4,127 6,772

特別損失

固定資産売却損 8 2,511

固定資産除却損 5,660 11,168

投資有価証券売却損 - 2

アドバイザリー費用 16,545 -

特別損失合計 22,214 13,681

税金等調整前四半期純利益 1,295,727 1,072,535

法人税、住民税及び事業税 290,669 259,329

法人税等調整額 136,737 52,030

法人税等合計 427,407 311,359

四半期純利益 868,320 761,176

非支配株主に帰属する四半期純利益 24,533 463

親会社株主に帰属する四半期純利益 843,786 760,713
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 868,320 761,176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,752 12,191

為替換算調整勘定 207,577 53,084

退職給付に係る調整額 8,910 4,850

持分法適用会社に対する持分相当額 △784 △1,439

その他の包括利益合計 243,456 68,686

四半期包括利益 1,111,776 829,862

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,061,292 827,643

非支配株主に係る四半期包括利益 50,483 2,219



株式会社オーバル(7727) 2025年３月期 第３四半期決算短信

8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表および前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）およびのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 356,460千円 390,696千円

のれんの償却額 45,101 〃 45,101 〃

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当企業グループは、計測機器等の製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載

を省略しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月14日

株式会社オーバル

取締役会 御中

Mooreみらい監査法人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 浅 井 清 澄

指定社員
業務執行社員

公認会計士 森 脇 淳

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社オーバルの2024年４月１日から2025年３月

31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象に含まれていません。


